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岡
野
　
勉
　
議
員
　

　
本
町
の
職
員
定
数
が
８
名
欠

員
状
態
は
遺
憾
だ
。
学
校
統
廃

合
で
毛
呂
山
中
学
校
区
の
先
行

実
施
は
、
川
角
中
学
校
区
と
の

平
等
な
教
育
環
境
整
備
面
か
ら

も
問
題
だ

町
民
、
保
護
者
、

子
ど
も
た
ち
と
の
丁
寧
な
説
明
、

合
意
も
無
く
反
対
だ
。
ま
た

「
国
保
会
計
」へ
の
法
定
外
繰
り

入
れ
が
０
円
は
、
国・県・自
治

体
の
公
的
支
援
の
象
徴
が
消
え

た
。
国
民
皆
保
険
制
度
維
持
の

た
め
に
も
下
支
え
す
べ
き
だ
。

長
瀬
　
衛
　
議
員
　

　
毛
呂
山
小
の
１
棟
の
校
舎
改

修
工
事
に
年
間
予
算
の
１
割
に

相
当
す
る
１２
億
も
の
巨
費
を
投

じ
る
こ
と
は
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル

型
自
治
体
の
本
町
の
「
身
の

丈
」
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。

町
長
や
教
育
委
員
会
が
住
民
や

議
会
と
の
合
意
も
な
く
強
引
に

進
め
て
い
る
。「
信
な
く
ば
立

た
ず
」
で
あ
り
、
現
状
に
照
ら

し
、
町
長
に
猛
省
を
促
す
と
と

も
に
苦
林
浄
水
場
問
題
や
創
成

舎
の
あ
り
方
を
問
う
。

佐
藤
　
秀
樹
　
議
員
　

　
今
回
の
予
算
に
含
ま
れ
て
い

る
大
規
模
改
修
工
事
委
託
料
は

正
に
実
施
設
計
で
あ
り
、
次
年

度
の
工
事
費
に
直
結
す
る
も
の

で
、
１２
億
５
千
万
円
以
上
の
工

事
費
が
算
出
さ
れ
る
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
。
川
角
中
学
校

区
も
控
え
て
い
る
中
、
も
う
一

度
慎
重
に
検
討
し
て
頂
き
、
早

急
に
、
適
切
な
工
事
内
容
に
対

す
る
設
計
業
務
委
託
料
を
提
出

し
て
頂
く
こ
と
を
望
み
反
対
致

し
ま
す
。

堀
江
　
快
治
　
議
員
　

　
令
和
８
年
度
予
算
は
極
め
て

重
要
な
予
算
で
あ
る
が
、
少
子

化
に
伴
う
人
口
減
少
は
確
実
に

進
行
し
て
い
く
た
め
、
概
算
金

額
で
約
１２
億
５
千
万
円
と
い
う

毛
呂
山
小
学
校
大
規
模
改
修
工

事
設
計
業
務
委
託
料
４
千
４
７

７
万
円
に
つ
い
て
は
、
将
来
の

財
政
負
担
を
考
え
る
と
再
度
慎

重
に
検
討
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
、
万
感
の
思
い
の
中

で
反
対
す
る
。

♦公共工事
・旭台地区、岡本団地雨水対策工事
・第四団地雨水対策設計業務
・川角中学校南側交差点雨水対策調査業務
・角木日化団地入口の越生線第５５号踏切拡幅工事
・川角駅学園口駅前広場等の整備事業

♦教育関係
・小中学校入学準備補助事業
　（小学生２万円／中学生５万円）
・川角中学校プール授業を委託（室内プールへ）
・中学校修学旅行費補助事業（１人７万円）
・中学生海外留学事業
・毛呂山小学校大規模改修工事設計業務委託

反　対討論　新年度予算、私はこう考える

過去最大予算に賛否 120億３千万円　　７対６で可決

討
論
の
詳
細
は
こ
ち
ら

毛呂山小・泉野小統合に伴う校舎改修設計を委託　統合整備へ動く
　
令
和
８
年
３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
１９
日
ま
で
の
１８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
案
件
は
、
条
例
の
制
定
３
件
、

条
例
の
一
部
改
正
８
件
、
補
正
予
算
５
件
、
当
初
予
算
６
件
、
財
産
の
取
得
１
件
、
町
道
の
認
定
１
件
、
人
事
１
件
、
発
委
２
件
、
発
議
１
件
、
諮
問
１

件
、
報
告
１
件
、
合
計
３０
件
が
上
程
さ
れ
慎
重
な
る
審
議
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
１２
名
の
議
員
が
登
壇
し
活
発
な
質
疑
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

♦子育て支援
・チャイルドシート購入補助事業（上限１万円）
・５歳児健康診査の実施
・２４時間３６５日医師に相談できるアプリの導入

令和８年度主要事業
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討論　新年度予算、私はこう考える賛　成

中
村
　
奨
平
　
議
員
　

　
本
来
で
あ
れ
ば
築
50
年
を
迎

え
る
ま
で
に
小
学
校
は
大
規
模

改
修
を
実
施
す
る
は
ず
が
、
行

わ
れ
て
い
な
い
。
綺
麗
な
学
校

に
通
え
た
は
ず
の
児
童
保
護
者

は
統
廃
合
と
い
う
痛
み
を
負
っ

て
な
お
、
今
後
高
齢
者
に
お
金

が
か
か
る
と
い
う
理
由
で
、
老

朽
化
に
よ
り
危
険
な
箇
所
も
多

く
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
小
学
校

は
費
用
を
掛
け
ず
最
低
限
の
改

修
だ
け
で
良
い
と
い
う
の
は
無

責
任
だ
。 千

葉
　
三
津
子
　
議
員
　

　
少
子
化
対
策
・
教
育
施
策
・

健
幸
づ
く
り
の
施
策
な
ど
町
の

課
題
解
決
の
予
算
が
多
数
計
上

さ
れ
て
い
る
。
乳
児
等
入
所
対

策
事
業
等
、
更
に
は
小
中
学
校

入
学
準
備
補
助
事
業
な
ど
物
価

高
騰
の
中
で
有
難
い
事
業
だ
。

高
齢
者
補
聴
器
購
入
助
成
事
業

や
町
の
防
災
・
安
全
対
策
面
で

も
旭
台
地
区
排
水
事
業
や
岡
本

団
地
内
水
路
嵩
上
げ
事
業
な
ど
、

地
域
住
民
に
寄
り
添
っ
た
町
の

姿
勢
が
評
価
で
き
る
。

Q
今
後
も
国
保
財
政
は
厳
し
く
な
る

の
か
。

A
被
保
険
者
数
の
減
少
に
よ
り
総
医

療
費
は
減
少
傾
向
だ
が
、
１
人
当

た
り
医
療
費
は
増
加
し
て
お
り
、

県
全
体
で
保
険
税
率
を
統
一
し
て

も
今
後
も
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま

れ
る
。

Q
一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
入
が
毎

年
必
要
に
な
る
の
は
問
題
で
は
。

A
利
用
戸
数
減
少
に
よ
り
収
入
が
少

な
く
、
構
造
的
な
課
題
が
あ
る
。

Q
県
水
の
値
上
げ
は
町
の
水
道
料
金

に
影
響
す
る
の
か
。

A
影
響
は
避
け
ら
れ
ず
、
今
後
の
料

金
へ
の
反
映
に
つ
い
て
検
討
が
必

要
。

Q
浄
水
場
更
新
に
約
２０
億
円
か
か
る

の
は
妥
当
か
。

A
実
施
設
計
の
結
果
で
あ
り
、
負
担

が
大
き
い
た
め
、
県
水
活
用
な
ど

代
替
案
も
含
め
て
再
検
討
し
て
い

る
。

A
人
口
減
少
に
よ
り
給
水
量
は
減
少

傾
向
で
あ
り
、
経
営
環
境
は
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。

Q
給
水
量
が
減
っ
て
い
る
が
経
営
は

大
丈
夫
か
。

主
な
内
容

　
被
保
険
者
数
減
少
に
よ
り
、
保
険

給
付
費
・
交
付
金
は
減
少
傾
向
。
一

方
で
１
人
当
た
り
医
療
費
は
増
加
し

て
い
る
状
況
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

36
億
９
６
１
１
万
円

主
な
内
容

　
保
険
料
増
加
の
要
因
と
し
て
制
度

改
定
、所
得
増
加
が
説
明
さ
れ
た
。均

等
割
・
所
得
割
と
も
に
引
き
上
げ
へ
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

７
億
１
８
４
７
万
円

主
な
内
容

　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
事

業
所
数
に
つ
い
て
質
疑
。
住
宅
改
修

や
、
手
す
り
設
置
等
の
利
用
が
増
加
。

介
護
保
険
特
別
会
計

33
億
９
０
９
９
万
円

主
な
内
容

　
水
道
事
業
で
は
県
水
値
上
げ
と
料

金
へ
の
影
響
を
指
摘
。
浄
水
場
更
新

は
約
２０
億
円
と
試
算
さ
れ
、
見
直
し

検
討
や
給
水
量
減
少
な
ど
の
課
題
に

つ
い
て
質
疑
さ
れ
た
。

水
道
事
業
会
計

10
億
８
５
２
５
万
円

主
な
内
容

　
一
般
会
計
か
ら
の
約
３
千
万
円
の

繰
入
が
問
題
視
さ
れ
た
。

　
利
用
戸
数
減
少
に
よ
り
、
経
営
の

持
続
性
が
課
題
。
将
来
的
に
は
合
併

浄
化
槽
、
公
共
下
水
道
接
続
な
ど
へ

の
転
換
検
討
が
必
要
。

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

６
０
２
９
万
円岡

野
　
勉
　
議
員
　

　
３
年
間
連
続
の
保
険
料
、
引
き
上

げ
の
提
案
だ
。
今
年
度
は
年
間
保
険

料
の
上
限
を
８０
万
円
か
ら
85
万
円
の

引
き
上
げ
だ
。
高
齢
者
の
生
活
は
高

物
価
の
中
で
限
界
に
き
て
い
る
。
国

民
年
金
月
額
４
万
円
で
は
、
暮
し
は

厳
し
く
70
歳
、
75
歳
と
働
き
、
高
齢

者
の
労
働
災
害
は
最
多
傾
向
に
あ
る
。

安
心
な
老
後
の
た
め
、高
齢
者
医
療

制
度
に
国
・
県
の
公
的
支
援
の
拡
充

を
訴
え
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

反
対
討
論

あなたの生活に密着 　特別会計予算

築55年経過し、老朽化が問題
となっている苦林浄水場

討
論
の
詳
細
は
こ
ち
ら

※万円未満切り捨て

討
論
の
詳
細
は
こ
ち
ら
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千葉三津子 議員
防犯灯設置工事
予算額 100万円

中村 奨平 議員
ねたきり老人手当
予算額 198万円

問 設置場所と台数は。
答 大類グラウンド、平山、箕
和田他、台数は１０台を予定
している。

問 当町に入ると暗いとの話を
耳にする。特に川角駅北口
は乗降者が多いのに暗い。
防犯灯の設置の要望がある
が考えを伺う。

答 順次対応をして参りたい。

問 令和４年度のねたきり老人
手当予算は９０万円、介護手
当は１８０万円であった。僅
か数年で倍。施設に入れな
い方が増えているのか。

答 本人や家族の意向。
意見 今後も増加し続けること
が予想され、一般財源では
なく、介護保険の制度に移
行することも検討すべき。

本委員会は議長・監査委員を除く12名の議員で構成しています。
なお、小野浩議員は病気療養のため委員会を欠席しました。 ※万円未満切り捨て

予算決算常任委員会の主な質疑
ものです。予算審議は、広く客観的に、住民全体の立場に立って、

岡野 勉 議員
川角駅周辺整備事業
予算額 2億7,027万円

佐島 啓晋 議員
自動車燃料費補助金
予算額 290万円

問 川角駅周辺地区整備協議会
と結果報告書を把握してい
るか。

答 ７回開かれ、報告書を頂い
たことを把握している。

問 安全ですばらしい開発のた
めに、南口だけでなく北口
の整備も行うことを確認し
ているか。

答 北口も検討していく。

問 前年の４０万円から２５０万円
ほど増額している理由は。

答１８歳以下という年齢制限を
廃止し利用しやすくした。

問 福祉タクシー補助金は減額
されているが、利用率は。

答 対象者約５８０人で利用者約
３００人、利用率約５３％。

意見 両制度ともより利用しや
すいものとして欲しい。

小峰 明雄 議員
小中学校入学準備補助事業
予算額 1,358万円

下田 泰章 議員
総人件費

予算額 18億2,258万円

問 小・中学校の新１年生に小
学校２万円・中学校５万円
の補助金の算出根拠は。

答 もろっ子はぐくみ応援金の
廃止に伴い、小学校は、同
額の２万円で、新たに、中
学校の入学準備に制服代を
基準とした保護者等の経済
的負担を軽減する目的で５
万円とした。

問 令和８年度の新採用職員数
は。

答１１名を採用する。
問 新年度、定員管理計画の職
員数を満たしているのか。

答 ８名の欠員がある。
７月１日付け中途採用を実
施する。

― 4 ―

総 人 口 ３１，５３８人
総 世 帯 数 １６，３３４世帯
高齢者人口 １１，４５５人
高 齢 者 率 ３６．３２％
独居世帯数 ３，２３６世帯
独居世帯率 １９．８１％

当初予算は本町における一年間の事業の計画を示す非常に重要な
町に役立つことに支出されるのかどうかを審議するものです。

726項目の
質疑あり�

長瀬 衛 議員
緊急通報システム委託料
予算額 170万円

町の高齢化率及び独居世帯数

澤田 巌 議員
手話講習会委託料
予算額 24万円

問 独居世帯の現状は。
答 独居世帯数は３，２３６世帯と
増加。総務課と連携し、自
治会未加入者も含め、見守
り体制等を強化していく。

意見 独居世帯の自治会未加入状
況の把握、緊急通報システ
ムの普及、見守り体制の強
化等について総務課と連携
し、取り組むべきだ。

問 毛呂山町手話言語条例が制
定され８年が経過、手話を
言語とする周知強化は。

答 差別のない社会づくり実現
のために周知していく。

問 オペレータを介し音声電話
が可能になった【手話リン
ク】、その周知方法は。

答 広報紙等により周知し、利
用者増をはかっていく。

ずばりココが聞きたい�

堀江 快治 議員
放課後児童健全育成事業委託料
予算額 6,872万円

佐藤 秀樹 議員
毛呂山小学校大規模改修工事設計業務委託料
予算額 4,477万円

問 毛呂小と泉野小が統合され
た後の「泉野学童保育所」
の活用方法を伺う。

答 今後鋭意検討していく。
意見 少子化に伴う人口減少は、
今後も加速していく。跡地
の活用については、計画的
且つ費用対効果の観点から
町全体でしっかりと検討し
ていく必要がある。

問 設計業務委託料イコール実
施設計ではないのか。

答 事前に老朽化の状況調査を
して、その後設計という仕
様になっている。

問 事前に詳細な金額を出せる
方法はないのか。

答 今回の大規模改修工事の設
計業務委託というのは一連
の流れでやらせて頂く。

委員会による現地調査

荒木かおる 議員
小中学校入学準備補助事業
予算額 1,358万円

問 入学準備をする前に補助の
必要があるのではないか。

答 令和8年度は新規事業のた
め準備の時期に間に合わな
かったが、今後検討する。

意見 小学生のランドセルも近年
高額になっている。リュッ
ク型ランドセルを導入して
いる自治体もある。本町も
導入を検討すべき。

予算決算常任委員会は３
月１０日から１３日及び１６日の
計５日間にわたり開催され
ました。初日は現地調査を
行い、２日目以降は終日、
役場委員会室で集中審議を
行いました。今回、委員会
開会から閉会までの総時間
数は３０時間を超え、新年度
予算について、詳細な質
疑、答弁が繰り広げられま
した。

― 5 ―



同じ収入でも年齢や世帯構成で保険料が大きく異なる

３月議会ではこんなことが決まりました

令
和
８
年
度
国
民
健
康
保
険
税　
更
に
引
き
上
げ

　
埼
玉
県
が
策
定
し
た
「
第
３
期
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
」
に
基
づ
き
、
保
険
税
水
準
の
準
統
一
に
向
け
て
、
計
画
的
に

見
直
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
令
和
８
年
度
よ
り
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
制
度
」
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
国
民
健

康
保
険
税
率
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

　
国
民
皆
保
険
の
根
幹
で
あ
る
国
民
健

康
保
険
。今
回
の
値
上
げ
は
、前
触
れ
も

な
く
突
然
で
あ
る
。
引
き
上
げ
幅
も
標

準
世
帯
で
１１
％
、
年
間
５
万
９
０
０
０

円
と
大
幅
な
も
の
だ
。
現
在
の
物
価
高

騰
の
中
で
ま
ず
行
う
べ
き
自
治
体
の
責

務
は
、
被
保
険
者
の
生
活
を
守
る
こ
と

に
あ
る
。
ま
た
、
本
町
の
「
国
保
」
を

将
来
に
安
定
的
な
制
度
と
す
る
た
め
国
、

県
、
町
の
公
的
負
担
を
増
や
す
べ
き
だ
。

岡
野
　
勉
　
議
員

　
国
保
は
実
質
的
に
破
綻
し
て
い
る
。

超
高
齢
社
会
が
進
行
し
、
国
保
加
入
者

の
大
半
は
高
齢
者
で
あ
り
、
財
政
は
厳

し
く
、
現
役
世
代
か
ら
も
多
額
の
仕
送

り
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
今
回
も
改
正
に
よ
る
値
上
げ
の
影
響

が
大
き
い
の
は
収
入
が
あ
る
現
役
世
帯

だ
。
年
金
受
給
者
＝
弱
者
で
は
制
度
が

も
た
な
い
。
応
益
負
担
増
や
世
代
間
内

負
担
な
ど
改
革
す
べ
き
だ
。

中
村
　
奨
平
　
議
員

討
論　
国
民
健
康
保
険
税
改
正
に

　
　
　
　
　
反
対
し
ま
す

【令和8年度　国民健康保険税率の改正内容】
年度 区分 医療分 支援金分※1 介護分 子ども分 合計

7年度
所得割 6.9％ 2.71％ 2.26％ － 11.87％
均等割 42,300円 16,300円 16,200円 － 74,800円

8年度
所得割 7.82％ 2.75％ 2.43％ 0.3％ 13.3％
均等割

（18歳以上※2）
47,514円
（－）

16,583円
（－）

17,262円
（－）

1,820円
（111円）

83,179円
（111円）

※1　後期高齢者支援金分
※2　18歳未満の均等割総額を、18歳以上毛呂山町国保被保険者で負担します

モデルケース 軽減判定 医療分 支援金分 介護分 子ども分 合計 備考

1
（単身世帯）
・世帯主45歳
　所得139万円（給与210万円）

－ 122,500円 42,900円 40,500円 4,800円 210,700円

2

（4人世帯）
・世帯主45歳
所得139万円（給与210万円）

・配偶者42歳・・・所得なし
・子10歳、8歳・・・それぞれ所得
なし

5割 170,100円 59,500円 40,500円 4,800円 274,900円

子ども分
の均等割
について、
18歳未満
は全額軽
減される。

3
（高齢者2人世帯）
・世帯主70歳
　所得100万円（年金210万円）
・配偶者70歳・・・所得なし

5割 92,000円 32,200円 0円 3,600円 127,800円

主
な
質
疑

Ｑ
現
役
世
代
か
ら
ば
か
り
徴
収
す
れ
ば

国
保
逃
れ
が
加
速
す
る
の
で
は
。

Ａ
こ
の
制
度
の
ま
ま
で
は
大
変
な
事
態

が
起
き
る
と
危
惧
。

Ｑ
所
得
１
０
０
万
円
以
下
の
世
帯
の
割

合
は
。

Ａ
国
保
加
入
者
の
約
６０
％
。

Ｑ
な
ぜ
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入

が
な
く
な
っ
た
の
か
。

Ａ
県
の
運
営
方
針
に
よ
り
、
令
和
８
年

度
中
に
ゼ
ロ
に
す
る
計
画
の
た
め
。

貯金（基金）も底をつきかけている

討
論
の
詳
細
は
こ
ち
ら

178,684

217,940

168,471

128,275 117,605

45,037

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

国民健康保険財政調整基金（千円）
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県
道
飯
能
寄
居
バ
イ
パ
ス
開
通
に
伴
い
、
現
在
の
県
道
の

一
部
が
町
道
に
移
管
さ
れ
ま
す
。

　
国
指
定
史
跡
鎌
倉
街
道
上
道
の
指
定
地
の
一
部
を
町
が

取
得
し
ま
す
。

鎌
倉
街
道
を
保
存

県
道
が
町
道
に
移
管

場所は国際医療センター分岐か
ら鎌北湖入口までと、毛呂本郷
郵便局から越生町との境まで

対象26名　総額　1億6,183万円

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

ス
タ
ー
ト

職
員
の
人
事
評
価

賞
与
へ
の
反
映

し
っ
か
り
磨
い
て

健
康
な
歯
を
！

　
令
和
８
年
４
月
か
ら
の
制
度

開
始
に
あ
た
り
、
基
準
を
定
め

る
た
め
の
新
規
条
例
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
条
例
改
正
に
よ
り
、
人
事
評

価
の
結
果
が
翌
年
度
の
賞
与
に

反
映
さ
れ
ま
す
。

　
町
民
の
健
康
増
進
を
目
的
に
、

歯
科
口
腔
保
健
を
推
進
す
る
た

め
の
新
規
条
例
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

Ａ
令
和
９
年
度
以
降
の
実
施
に

つ
い
て
は
見
込
み
が
あ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に

つ
い
て
、
今
回
は
公
立
の
み

と
い
う
こ
と
だ
が
、
今
後
、

私
立
で
の
受
け
入
れ
は
考
え

ら
れ
る
の
か
。

Ａ
一
時
預
か
り
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
枠
活
用
に
つ
い
て
、
利
用

枠
を
１
名
増
や
し
て
い
る
の

で
、
そ
ち
ら
の
案
内
を
検
討

し
て
い
る
。

Ｑ
旭
台
保
育
園
で
９
人
、
ゆ
ず

の
里
保
育
園
で
は
４
人
の
受

け
入
れ
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
が
そ
れ
以
上
の
希
望
が
あ

っ
た
場
合
は
。

Ａ
１
時
間
３
０
０
円
で
利
用
で

き
る
。

Ｑ
利
用
料
金
は
１
時
間
い
く
ら

か
。

Ａ
総
合
振
興
計
画
に
沿
っ
た
も

の
や
各
課
ご
と
の
重
要
事
項

を
課
内
で
共
有
し
な
が
ら
定

め
る
。

Ｑ
評
価
に
あ
た
り
職
員
の
目
標

設
定
は
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ
不
服
申
立
て
の
制
度
が
あ
る
。

Ｑ
評
価
に
不
満
の
あ
る
職
員
は
。

Ａ
歯
科
医
師
会
か
ら
も
、
こ
の

口
腔
保
健
推
進
条
例
を
何
と

か
形
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う

お
話
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｑ
条
例
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ

て
、
歯
科
医
師
会
と
は
ど
の

よ
う
な
協
議
を
し
た
の
か
。

Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
の
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
町
の
広
報
誌
な

ど
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
歯
科
保
健
に
関
わ

る
事
業
以
外
の
特
定
健
診
や
、

各
種
健
診
、
健
康
教
室
な
ど
、

そ
の
他
の
事
業
も
交
え
て
、

周
知
を
図
っ
て
ま
い
る
。

Ｑ
条
例
施
行
前
の
啓
発
活
動
は

ど
の
よ
う
に
行
う
予
定
か
。

　
人
事
評
価
制
度
に
よ
り
職
員

同
士
で
競
い
合
う
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
課
長

職
に
つ
い
て
は
評
価
基
準
等
の

見
識
を
深
め
る
と
同
時
に
、
評

価
制
度
の
研
鑽
を
し
て
頂
き
た

い
。
こ
の
人
事
評
価
が
行
政
運

営
に
役
に
立
つ
こ
と
を
強
く
希

望
し
て
賛
成
す
る
。

堀
江
　
快
治
　
議
員

討
論

　
私
は
賛
成
し
ま
す

討
論
の
詳
細
は
こ
ち
ら
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●議案の審議結果（２月臨時会） ○は賛成　×は反対　討は討論　議は議長

議員名
議案

中
村
奨
平

佐
島
啓
晋

小
野　
浩

下
田
泰
章

澤
田　
巌

佐
藤
秀
樹

荒
木
か
お
る

千
葉
三
津
子

岡
野　
勉

小
峰
明
雄

髙
橋
達
夫

長
瀬　
衛

堀
江
快
治

平
野　
隆

審
議
結
果

専決処分 一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 承　　認

一部改正 町立学校設置条例 ○ ○ ×
討 ○ ○ ○

討 ○ ○ ×
討 ○ ○ × ○ 議 原案可決

臨時会開催　泉野小学校が廃校へ
毛呂山小学校に統合し、令和１１年4月に開校

Q
財
政
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

A
財
政
状
況
が
厳
し
い
の
は
間
違
い
な

い
。
幅
広
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続

し
て
い
く
必
要
も
あ
る
。
そ
う
し
た

中
で
今
後
学
校
編
成
に
関
す
る
予
算

は
慎
重
に
教
育
委
員
会
と
協
議
を
し

て
い
く
。
先
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
物

価
上
昇
は
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
も
踏
ま
え
で
き
る
だ
け
早

く
進
め
て
い
き
た
い
。
子
供
た
ち
の

教
育
環
境
を
と
に
か
く
良
く
し
た
い
、

進
め
た
い
。

Q
臨
時
議
会
で
設
置
条
例
の
改
正
を
急

ぐ
理
由
は
。

A
予
算
計
上
し
て
事
業
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
先
に
学
校
設
置
条
例
の
改
正

を
上
程
す
べ
き
と
指
摘
を
受
け
た
。

こ
れ
に
よ
り
本
臨
時
会
で
の
条
例
改

正
を
す
る
た
め
１２
月
議
会
や
過
日
の

全
員
協
議
会
に
お
い
て
議
員
各
位
に

説
明
を
し
て
い
る
。

　
令
和
１１
年
度
の
開
校
を
目
指
し
、

ま
ず
は
毛
呂
山
中
学
校
区
の
設
置
条

例
を
改
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q
毛
呂
山
の
小
中
学
校
の
学
力
を
上
げ

る
に
は
ど
う
す
る
か
。

A
学
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
本
町
の
最

も
重
要
な
課
題
と
と
ら
え
て
い
る
。

今
後
も
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
。

Q
泉
野
小
学
校
の
跡
地
利
用
の
検
討
は
。

A
こ
れ
ま
で
検
討
委
員
会
で
の
検
討
内

容
や
集
約
後
の
施
設
規
模
、
集
約
時

期
を
踏
ま
え
利
活
用
に
つ
い
て
検
討

を
深
め
て
い
く
。

Q
統
廃
合
し
た
場
合
の
通
学
区
の
見
直

し
は
。

A
毛
呂
山
町
立
小
・
中
学
校
将
来
構
想

検
討
委
員
会
の
提
言
を
基
に
編
成
計

画
を
策
定
し
た
。
計
画
で
は
毛
呂
山

小
学
校
と
泉
野
小
学
校
の
統
合
に
よ

る
学
区
編
成
、
川
角
小
学
校
と
光
山

小
学
校
の
統
合
に
よ
る
学
区
編
成
と

な
る
。

　
通
学
距
離
が
一
定
距
離
を
超
え
る

児
童
に
つ
い
て
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

の
登
下
校
と
な
る
予
定
。
現
在
の
と

こ
ろ
小
学
校
の
学
区
編
成
は
予
定
し

て
い
な
い
。佐

藤
　
秀
樹
　
議
員

　
小
中
一
貫
教
育
は
今
後
の
町
の
財
政

を
考
え
る
上
で
も
進
め
る
べ
き
で
あ
る

が
、
統
廃
合
に
関
す
る
工
事
費
用
３０
億

円
の
う
ち
の
毛
呂
山
小
学
校
改
修
工
事

費
１２
億
５
６
３
１
万
円
は
財
源
を
確
保

し
て
い
く
政
策
も
示
さ
れ
て
な
い
中
で

納
得
は
で
き
な
い
。
今
後
の
財
政
状
況

を
踏
ま
え
た
上
で
適
正
な
工
事
内
容
を

見
直
し
、
工
事
金
額
を
提
示
し
て
頂
け

る
事
を
求
め
賛
成
討
論
と
致
し
ま
す
。

討
論
　
私
は
賛
成
し
ま
す

岡
野
　
勉
　
議
員

　
住
民
説
明
、
合
意
も
な
い
中
で
泉
野

小
学
校
が
廃
校
の
提
案
。
保
護
者
、
住

民
は
こ
の
議
案
を
見
て
い
な
い
。
令
和

６
年
３
月
の
「
学
校
編
成
計
画
」
で
は

毛
呂
山
小
学
校
大
規
模
改
修
６
億
２
０

６
７
万
円
、
現
在
は
１２
億
５
６
３
１
万

円
だ
。
状
況
は
変
わ
っ
た
。
川
角
中
学

校
区
増
築
校
舎
含
め
る
と
何
と
３０
億
７

７
４
１
万
円
だ
。
こ
の
工
事
、
町
民
に

説
明
な
く
決
定
は
も
ち
ろ
ん
ダ
メ
だ
。

小
野
　
浩
　
議
員

　
私
は
今
回
の
学
校
設
置
条
例
の
改
定

案
に
反
対
し
ま
す
。
理
由
は
、
こ
こ
で

毛
呂
山
中
学
校
区
の
一
つ
の
小
学
校
で

あ
る
泉
野
小
学
校
を
廃
校
に
す
る
そ
の

時
期
が
、
要
す
る
に
住
民
の
合
意
を
得

て
い
な
い
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
る
わ
け

で
す
。
で
す
か
ら
、
今
回
、
こ
れ
は
し

ば
ら
く
置
い
て
お
く
。
今
、
こ
こ
で
決

め
る
べ
き
で
は
な
い
。
住
民
周
知
が
全

然
徹
底
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

討
論
　
私
は
反
対
し
ま
す

討
論
の
詳
細
は
こ
ち
ら

主
な
質
疑
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毛呂山町政治倫理審査会が開催されました

　

」

　

潔ＩＥ藁
ーｒ
…≦

　

審査請求代表者

　　　　　　　　　　　　

小野

　

浩

　

議員
　
毛

　

審査請求の対象となる議員

　　　　　　　

高橋達夫

　

議員
ｉ、

　　　　　　　

【ｒ

　　　

ｒ「ｈｒ「「^

　

ｒ

　　

、【^【

　　　　　

＾^【ｒｒ

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　

　

　

　

　

　　　　

　

： 臓 壷嘗て環境の充実

　　　　　

．行財政改革プランの狙し、 綱 の ギ 製出につｊ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

し、て 長 瀬

　　

衛

・教育・子育て環境の充実
・行財政運営
●エビテーゼ
●自然環境の保全

　　　　　　　　　　

小峰

　

明雄

●町の税収と財政運営
・川角駅周辺地区整備事業
・今後の目白台地区
●学校統合問題

　　　　　　　　　　　

堀江

　

快治

●シティプ□モーション

・女性の視点を活かした防災・減災対策
荒木かおる

・西入間警察署川角駐在所付近の時差式信号の設置
●学童保育の現状と卒園した保育園・幼稚園の活用

佐島

　

啓晋

・町民のための移動支援
●不登校・いじめ問題
・高齢者の交通安全対策

　　　　　　　

千葉三津子

・町内循環バスの利便性向上と定住促進につし、て
・災害用トイレトラックの平時活用について
・健幸施策を次のステージへ

　　　　　

下田

　

泰章

　

　●学校教育環境
●毛呂山町財政計画
・高齢者対策

　　　　　　　　　　　　　

佐藤

　

秀樹

．超高齢社会における町・財政運営

　

中村

　

奨平Ｊ

・令和８年度予算について

　　　　

高橋

　

達夫Ｊ

・８０５０問題対策

　　　　　　　

津田

　

巌り

． 鑓 彊合

　　　　　

． 」●鎌倉街道

　　　　　　　　　　　　　　

岡野

※一般質問の本文は、主な質問と答弁を議員本人が編集してし、
ます。文字数の関係上、簡略化しています。詳細はＹｏｕＴｕｂｅへ。

審査会設置の概要

　

審査対象議員の２親等以内の親族が経営者である議員関係企業が、令和５年度から令和７年度にかけて町が
発注する業務を受注した事実がある。このことから、審査対象議員は、毛呂山町議会議員政治倫理条例（以下
「本条例」 とし、う。） に反する行為があるとの理由により、審査請求者から審査請求書が提出された。

　

これにより、 政治倫理審査会を設置し審査した。

審査会の結果

　

本条例で・は、 議員関係企業は関係する議員を通じて議員の任期開始の日から３０日以内に議長に辞退届を提出
することと規定している。また、 議員は町民に疑惑の念を生じさせることのなし、よう、責任を持って関係する
議員関係企業に辞退届を提出させる努力を尽くさなければならないと規定している。議員関係企業は、令和５
年以降も町等から請負契約の受注をしており、審査対象議員は、任期開始の日である令和５年４月２６日から３０
日以内に辞退届を提出させる努力をしなかったことは、本条例に違反してし、る。

　

また、 本条例では、 職務鋼こ関して不正の疑惑を持たれるおそれのある行為をしなし、ことと規定してし、る。 審
査対象議員が議員～関係企業に対して令和５年以前の本条例施行時から引き続き一度も辞退届の提出を促してし、
ないことは、職務に関して不正の疑惑を持たれるおそれのある行為で・あり、本条例に違反する。

　

よって、審査対象議員、が議員関係企業に対し辞退届の提出を促さなかったことは、 本条例に反しており、
不当である。

審査対象議員の弁明

　

令和５年に地方自治法の一部が改正され、 それに伴い議員関係企業は個人、 法人問わず年間３００万円を超え
ない限り、 町との請負が可能となるよう本条例を改正した。

　

よって令和５年から令和７年にかけて町が発注した業務はいずれも年間３００万円以内であり条例違反には当
たらない。また、辞退届を提出させなかった事が、条例違反というが条例も改正されており、企業には営業の
自由があり、親族と言えども関われなし、。正当な入札で受注したものであり、 町の義務である 「最小な経±費で
最大の効果」 をもたらす結果となってし、る。審査会の結果は改正された条例を全く理解しておらず不当である。

－９－



問

通
告
質
問
が
、
１
０
０
０
問
目
。

一
般
質
問
後
、
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

楽
器
の
寄
附
等
へ
の
取
り
組
み
は
。

答

４
件
の
寄
附
が
あ
り
、
学
校
長

と
高
額
予
算
は
、
協
議
し
対
応
す
る
。

問

連
続
１
２
２
回
目
の
一
般
質
問
。

小
・
中
学
校
費
の
予
算
執
行
の
所
見
。

今
後
の
教
育
、
教
育
長
の
見
解
は
。

答

人
づ
く
り
が
、
課
題
と
捉
え
る
。

個
に
応
じ
た
指
導
・
わ
か
る
授
業
を

行
い
学
習
内
容
の
定
着
に
つ
な
げ
る
。

問

新
規
事
業
の
小
学
生
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
教
室
へ
の
取
り
組
み
は
。

答

成
績
の
伸
び
を
実
感
し
て
い
る
。

週
３
日
の
開
催
が
、
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
来
年
度
は
週
２
日
を
計
画
。

問

戦
没
者
追
悼
式
へ
児
童
生
徒
の

参
列
を
通
し
た
平
和
へ
の
理
解
は
。

答

参
列
す
る
こ
と
で
、
平
和
へ
の

理
解
が
、
よ
り
深
ま
る
と
考
え
る
。

問

夏
季
休
業
期
間
の
学
童
保
育
所

入
所
へ
の
取
り
組
み
は
。

答

２６
人
利
用
。
利
用
者
全
員
か
ら

来
年
度
も
利
用
し
た
い
と
回
答
。

問

新
規
事
業
の
産
前
産
後
ヘ
ル
プ

事
業
の
取
り
組
み
は
。

答

現
在
５
家
庭
が
利
用
。
事
業
の

周
知
が
、
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。

問

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
２
０
２
０

は
今
年
度
末
で
終
了
、
評
価
検
証
は
。

答

概
ね
目
標
数
値
を
達
成
し
た
が
、

評
価
と
改
善
に
更
な
る
強
化
が
必
要
。

問

町
税
収
納
向
上
計
画
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
Ⅳ
は
今
年

度
末
で
終
了
、
評
価
検
証
は
。

答

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
値
に
、

届
い
て
い
な
い
状
況
。

問

人
工
装
具
の
エ
ピ
テ
ー
ゼ

購
入
費
の
一
部
補
助
は
。

答

前
向
き
に
取
り
組
む
。

問

越
生
町
で
は
ク
ビ
ア
カ
ツ

ヤ
カ
ミ
キ
リ
被
害
の
対
策
本
部

を
設
置
。
滝
ノ
入
ロ
ー
ズ
ガ
ー

デ
ン
の
バ
ラ
や
桜
の
木
等
も
あ

る
の
で
、
統
一
窓
口
で
の
害
虫

の
被
害
対
策
を
。

答

一
本
化
で
き
る
よ
う
に
、

指
導
し
て
い
く
。

問

近
年
、
人
口
や
税
収
な
ど
東
京

都
へ
の
一
極
集
中
化
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
。
潤
沢
な
資
金
が
あ
る
自
治

体
と
の
格
差
是
正
の
議
論
が
必
要
だ

が
、
今
後
本
町
の
財
政
運
営
に
は
極

め
て
重
要
な
判
断
が
求
め
ら
れ
て
く

る
と
思
う
が
町
の
見
解
を
伺
う
。

答

今
後
も
非
常
に
厳
し
い
財
政
運

営
を
想
定
し
て
い
る
。
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
を
目
指
す
た
め
に
、
身

の
丈
に
合
っ
た
財
政
運
営
を
心
が
け

る
所
存
。

問

昨
年
度
の
町
の
人
口
動
態
は
。

答

出
生
数
９５
人
、
死
亡
数
５
３
５

人
、
転
入
者
数
１
４
５
３
人
、
転
出

者
数
１
３
５
４
人
と
な
っ
て
お
り
、

自
然
増
減
と
社
会
増
減
の
合
計
で
は

３
４
１
人
の
減
少
。

川
角
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業

問

川
角
駅
南
側
の
目
途
が
付
い
た

中
で
、
今
後
の
川
角
駅
北
側
の
整
備

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答

南
口
の
整
備
効
果
を
踏
ま
え
て

検
討
し
て
い
く
。

今
後
の
目
白
台
地
区

問

都
市
機
能
誘
導
区
域
で
あ
る
目

白
台
地
区
へ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答

引
き
続
き
商
業
施
設
等
の
誘
導

を
目
指
す
。

問

草
木
の
繁
茂
や
街
路
樹
の
手
入

れ
が
出
来
て
い
な
い
現
状
に
つ
い
て

町
の
認
識
を
伺
う
。

答

メ
イ
ン
通
り
等
の
植
栽
管

理
が
遅
れ
て
い
る
状
況
。

学
校
統
合
問
題

問

川
角
中
学
校
区
は
再
検
討

に
な
っ
て
い
る
。
結
果
的
に
約

３
千
万
円
の
基
本
設
計
は
あ
の

段
階
で
必
要
だ
っ
た
の
か
。

答

概
算
事
業
費
を
算
出
す
る

た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

問

住
民
の
貴
重
な
税
金
は
決

し
て
無
駄
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

概
算
事
業
費
の
算
出
は
概
略
設

計
で
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答

新
築
校
舎
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

拡
張
も
あ
る
た
め
基
本
設
計
が

必
要
と
判
断
し
た
。

高額な楽器は、計画に基づいた購入を切望する

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
高
額
楽
器
の
購
入
は

答

各
学
校
が
、
計
画
的
に
購
入
す
る

小峰 明雄

厳しい財政運営の判断が求められている町行政�

人
口
減
少
の
中
、今
後
の
町
の
財
政
運
営
は
�

答
責
任
あ
る
財
政
運
営
の
方
針
を
掲
げ
て
い
る

堀江 快治
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問

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少

課
題
の
上
で
、
若
い
世
代
へ
の
情
報

発
信
は
今
後
益
々
重
要
。
町
で
は
令

和
８
年
度
、
電
車
内
で
町
の
Ｐ
Ｒ
動

画
を
放
映
す
る
事
業
を
予
定
し
て
い

る
が
、
Ｐ
Ｒ
動
画
が
流
れ
る
時
期
や

期
間
、
放
映
時
間
に
つ
い
て
伺
う
。

答

現
時
点
の
予
定
は
、
放
映
期
間

は
１
週
間
。
開
始
時
期
は
年
内
を
想

定
し
て
お
り
、
放
映
時
間
は
１５
秒
で

始
発
か
ら
終
電
ま
で
９
分
に
一
回
と

い
う
頻
度
で
繰
り
返
し
流
れ
る
。

問

予
算
を
か
け
る
以
上
、
毛
呂
山

町
に
興
味
を
持
っ
て
頂
け
る
動
画
の

内
容
が
一
番
重
要
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
結
局
は
、
動
画
を
見
た
だ
け
、
流

し
た
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。
Ｐ
Ｒ

動
画
は
ど
の
様
な
形
態
で
作
成
か
。

答

委
託
形
式
で
作
成
し
、
役
場
職

員
や
委
託
業
者
を
交
え
て
の
作
成
チ

ー
ム
を
組
ん
で
進
め
る
。

問

毛
呂
山
町
の
魅
力
や
強
み
、
目

玉
事
業
等
を
最
も
理
解
し
て
い
る
の

は
職
員
の
皆
さ
ん
。
Ｐ
Ｒ
動
画
の
製

作
過
程
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
毛

呂
山
町
ら
し
い
動
画
と
し
て
い
く
か
。

答

行
政
が
発
信
す
る
動
画
は
な
か

な
か
視
聴
し
て
頂
け
な
い
も
の
で
あ

り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
実
感
・
認
識

し
て
い
る
。
町
の
魅
力
を
４
つ
の
ジ

ャ
ン
ル
に
分
け
、
シ
ン
プ
ル
で
分
か

り
易
く
Ｃ
Ｍ
的
な
要
素
の
あ
る
短
い

動
画
を
作
成
す
る
。

問

町
の
防
災
に
関
す
る
計
画

等
、
女
性
の
意
見
聴
取
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

答

防
災
会
議
で
は
女
性
委
員

数
が
少
な
い
課
題
は
あ
る
が
計

画
策
定
の
過
程
で
意
見
を
反
映

し
て
い
る
。

問

女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ

た
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

策
定
の
お
考
え
は
。

答

来
年
度
の
男
女
共
同
参
画

推
進
会
議
に
お
い
て
、
女
性
へ

の
配
慮
が
明
確
に
伝
わ
る
啓
発

資
料
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
策
定

に
つ
い
て
検
討
し
て
参
る
。

問

川
角
駐
在
所
付
近
の
信
号
を
時

差
式
に
す
る
こ
と
で
、
渋
滞
の
緩
和

に
繋
が
る
と
い
う
意
見
を
聞
く
。
町

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答

令
和
４
年
６
月
の
商
業
施
設
開

店
に
伴
い
、
信
号
サ
イ
ク
ル
の
調
整

や
県
道
右
折
レ
ー
ン
の
延
伸
と
い
っ

た
渋
滞
対
策
を
開
発
事
業
者
や
西
入

間
警
察
署
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議

し
た
。
土
曜
日
、
日
曜
日
の
お
昼
前

後
に
、
越
生
方
面
か
ら
坂
戸
方
面
に

向
か
う
右
折
レ
ー
ン
に
お
い
て
混
雑

が
発
生
し
て
い
る
状
況
は
認
識
し
て

い
る
。
時
差
式
信
号
の
設
置
に
つ
い

て
西
入
間
警
察
署
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
越
生
方
面
の
混
雑
が
解
消
さ
れ

て
も
、
対
向
す
る
坂
戸
方
面
か
ら
の

車
線
で
新
た
な
渋
滞
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
る
の
で
、
慎
重
な
検
討
が
必

要
。
今
後
も
周
辺
の
交
通
状
況
の
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
時
差
式
信

号
機
の
導
入
な
ど
の
混
雑
解
消
策
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
警
察
と
協
議
を

重
ね
て
い
る
。

問

川
角
地
区
小
中
一
貫
校
の
説
明

の
中
で
、
新
し
い
校
舎
に
学
童
保
育

の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
保
護

者
の
働
き
方
の
変
化
等
に
よ
っ
て
子

ど
も
の
放
課
後
の
過
ご
し
方
が
変
化

・
多
様
化
す
る
中
で
、
事
業
の
民
間

委
託
が
普
及
す
る
な
ど
学
童
保
育
事

業
の
運
営
方
法
・
運
営
内
容
も
一
層

多
様
化
し
て
い
る
。
多
様
化
す

る
保
護
者
へ
の
要
望
を
取
り
入

れ
る
場
合
、
新
施
設
を
増
築
す

る
よ
り
も
今
ま
で
通
っ
て
い
た

保
育
園
・
幼
稚
園
に
学
童
保
育

の
委
託
を
す
る
こ
と
が
合
理
的

だ
と
思
わ
れ
る
が
見
解
は
。

答

現
在
、
毛
呂
山
町
の
保
育

園
や
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
ほ

ぼ
す
べ
て
の
部
屋
を
未
就
学
児

の
保
育
室
と
し
て
活
用
し
て
い

る
。
放
課
後
に
小
学
生
を
預
か

る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

学
校
か
ら
保
育
園
な
ど
に
行
く

ま
で
安
全
性
の
確
保
等
が
課
題

と
な
る
。

「住みたい町」へ魅力発信を�

若
い
世
代
に
町
の
魅
力
発
信
を
�

答
町
内
外
の
方
に
町
の
魅
力
や
強
み
を
広
く
伝
え
る

荒木かおる

時差式信号で渋滞緩和を�

信
号
機
を
時
差
式
に
で
き
な
い
か
�

答

引
き
続
き
警
察
と
協
議
を
重
ね
る

佐島 啓晋
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和

問

町
で
は
「
も
ろ
バ
ス
」
を
３
台

か
ら
５
台
に
増
車
し
、
利
用
者
の
利

便
性
向
上
の
た
め
改
善
を
図
っ
て
い

る
。
見
直
し
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
満
足
度
の
比
較
は
如
何
か
。

答

利
用
者
の
６
割
以
上
が
満
足
と

回
答
し
た
。
運
行
見
直
し
内
容
に
対

し
て
、
一
定
の
評
価
を
し
て
い
る
。

問

「
普
通
」
や
「
不
満
」
と
回
答

し
た
方
が
、ど
の
よ
う
な
理
由
で「
満

足
」
と
な
ら
な
か
っ
た
の
か
伺
う
。

答

運
行
頻
度
や
本
数
に
対
す
る
不

満
や
、
デ
マ
ン
ド
の
観
点
を
踏
ま
え

た
運
行
ダ
イ
ヤ
や
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

す
る
不
満
や
日
曜
祝
日
に
も
運
行
し

て
ほ
し
い
と
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
、

今
後
更
な
る
利
便
性
向
上
に
努
め
る
。

問

財
源
に
は
限
り
が
あ
る
と
思
う
。

な
る
べ
く
多
く
の
方
の
移
動
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
検
討
す
る
の
か
伺
う
。

答

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
の
検
討

を
含
め
、
更
な
る
利
便
性
の
向
上
の

た
め
検
討
し
て
い
く
。
新
た
な
移
動

手
段
の
創
出
に
向
け
た
検
討
の
ス
ピ

ー
ド
を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問

近
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は

悪
質
な
い
じ
め
動
画
が
拡
散
し
て
い

て
、
見
る
に
堪
え
な
い
も
の
も
あ
る
。

い
じ
め
は
絶
対
許
さ
な
い
と
い
う
強

い
意
思
表
示
が
必
要
だ
。
教
育
委
員

会
の
今
後
の
不
登
校
・
い
じ
め
問
題

に
つ
い
て
の
認
識
と
対
応
方
針

に
つ
い
て
伺
う
。

答

早
期
発
見
・
早
期
対
応
に

役
立
て
る
た
め
の
新
規
事
業
を

予
定
。
新
た
な
視
点
か
ら
問
題

解
消
・
改
善
に
努
め
る
。

問

県
で
は
、
高
齢
者
の
交
通

事
故
が
多
発
し
て
い
る
中
、
き

ら
め
き
ト
リ
プ
ル
エ
イ
チ
運
動

「
早
め
の
ラ
イ
ト
・
反
射
材
着

用
・
歩
行
者
保
護
」
を
実
施
し

て
い
る
が
、
町
と
し
て
の
高
齢

者
の
交
通
安
全
対
策
を
伺
う
。

答

「
毛
呂
山
町
交
通
安
全
母

の
会
」
が
中
心
と
な
り
、
交
通

安
全
運
動
に
努
め
て
い
る
。

問

２
０
２
５
年
度
版
埼
玉
県
ふ
る

さ
と
納
税
額
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て

毛
呂
山
町
は
県
下
６３
市
町
村
中
４２
位

〔
３
５
２
７
万
円
〕
で
小
鹿
野
町
な

ど
多
く
の
町
が
本
町
を
上
回
っ
て
い

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
額
の
１／２
は
経
費

と
し
て
消
え
、
さ
ら
に
、
窓
口
と
な

っ
て
い
る
創
成
舎
〔
町
づ
く
り
会

社
〕
へ
の
派
遣
職
員
の
人
件
費
や
寄

附
金
控
除
よ
る
税
額
分
の
歳
入
減
、

さ
ら
に
創
成
舎
へ
の
補
助
金
を
差
し

引
く
と
残
ら
な
い
。
町
の
活
性
化
の

為
に
貢
献
で
き
て
い
る
の
か
。

一
方
、
名
目
上
は
、
全
額
が
基
金

と
し
て
積
立
て
道
路
整
備
等
に
活
用

し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

令
和
２
年
の
創
成
舎
設
立
時
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
は
令
和
４
年
度
の
寄
附

金
目
標
額
を
１
億
円
と
し
、
収
益
を

先
端
産
業
育
成
な
ど
に
活
用
す
る
と

し
て
い
た
。
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

対
応
を
検
討
す
る
時
期
で
は
な
い
か
。

答

創
成
舎
と
連
携
協
力
し
、
寄
附

額
増
に
よ
る
財
源
確
保
や
町
と
事
業

者
が
連
携
し
、
町
内
商
工
業
の
振
興

へ
の
取
組
を
進
め
た
い
。

問

人
口
減
少
や
若
者
世
代
の
転
出

超
過
な
ど
「
町
の
力
の
創
出
」
と
い

う
面
で
は
、
大
変
心
配
な
現
状
で
あ

る
。
町
づ
く
り
は
、
行
政
と
町
民
の

融
合
が
基
本
と
考
え
る
が
、
町
長
は
、

裁
量
権
を
振
り
か
ざ
し
、
町
民
へ
の

丁
寧
な
説
明
や
説
得
に
よ
っ
て

合
意
形
成
を
図
る
と
い
う
基
本

的
な
手
続
き
を
軽
視
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
が
要
因
と
な
り
、
議

会
と
の
連
携
や
町
民
と
の
関
係

な
ど
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
と
し
て

町
づ
く
り
が
停
滞
し
て
い
る
原

因
に
な
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

答

川
角
駅
周
辺
整
備
事
業
で

は
、
い
ろ
い
ろ
と
住
民
合
意
の

点
で
至
ら
な
か
っ
た
と
反
省
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
職
員
や

議
会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

町民の移動手段�更なる利便性向上を目指して

移
動
手
段
�
も
ろ
バ
ス
だ
け
で
は
不
可
能
�

答
持
続
可
能
な
移
動
支
援
の
在
り
方
の
検
討
を
進
め
て
い
く

千葉三津子

もろやま創成舎とふるさと納税の課題

ふ
る
さ
と
納
税
の
運
営
に
課
題
あ
り

答

創
成
舎
と
連
携
協
力
し
取
り
組
む

長瀬 衛
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問

公
共
交
通
の
不
便
さ
が
転
出
要

因
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
ど
う
認
識

し
て
い
る
か
。

答

住
民
意
向
調
査
で
は
「
転
出
し

た
い
」
理
由
の
最
多
が
「
電
車
や
バ

ス
の
便
が
悪
く
通
勤
・
通
学
に
不
便
」

で
あ
り
、
公
共
交
通
の
不
便
さ
は
転

出
要
因
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

問

東
武
東
上
線
と
東
武
越
生
線
の

終
電
時
刻
の
ず
れ
に
よ
り
、
通
勤
・

通
学
の
不
便
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

若
い
世
代
の
定
住
に
も
関
わ
る
課
題

と
し
て
、
も
ろ
バ
ス
を
東
上
線
終
電

に
接
続
す
る
デ
マ
ン
ド
型
運
行
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

答

終
電
接
続
の
課
題
は
通
勤
・
通

学
者
に
と
っ
て
切
実
な
問
題
と
認
識

し
て
い
る
。
終
電
延
長
を
鉄
道
事
業

者
に
要
望
し
て
い
る
が
、
デ
マ
ン
ド

型
運
行
も
含
め
終
電
後
の
移
動
手
段

確
保
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
の
平
時
活
用

問

自
治
会
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
仮
設

ト
イ
レ
設
置
費
用
が
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
町
が
配
備
し
た
災
害

用
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
を
自
治
会
行
事

な
ど
公
益
性
の
高
い
活
動
に
限
定
し

て
一
定
の
条
件
の
も
と
で
貸
し
出
す

仕
組
み
を
検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答

貸
出
し
に
つ
い
て
は
、
運
転
者

が
役
場
職
員
に
限
定
さ
れ
て
い
る
保

険
の
条
件
や
準
中
型
免
許
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
車
両
の
取
り
回
し

や
汚
物
処
理
、
災
害
時
に
即
出

動
で
き
る
状
態
の
維
持
な
ど
の

課
題
が
あ
る
。
今
後
、
課
題
を

整
理
し
つ
つ
慎
重
に
平
時
活
用

の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

健
幸
施
策
を
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

問

若
い
世
代
の
生
活
習
慣
病

予
防
か
ら
人
生
の
最
終
段
階
の

人
生
会
議（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）ま
で
、
生

涯
を
通
じ
た
健
康
政
策
を
強
化

し
「
毛
呂
山
版
健
幸
モ
デ
ル
」

を
構
築
す
る
考
え
は
。

答

デ
ー
タ
の
活
用
や
人
生
会

議
の
普
及
を
進
め
組
織
横
断
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

学
校
教
育
環
境
の
う
ち
、
予
算

に
つ
い
て
、
部
活
動
は
社
会
で
生
き

る
為
の
生
徒
の
心
と
身
体
を
成
長
さ

せ
る
上
で
学
問
同
様
に
重
要
な
学
び

の
場
で
あ
る
。
昨
今
部
活
動
の
備
品

で
高
額
な
物
は
予
算
が
取
り
づ
ら
い

と
聞
く
。
学
校
の
環
境
を
整
備
す
る

為
に
統
廃
合
を
手
段
の
一
つ
と
し
て

考
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
そ
の
前
に

次
年
度
か
ら
子
ど
も
達
の
要
望
、
願

い
を
叶
え
て
頂
き
た
い
が
如
何
か
。

答

学
校
か
ら
の
意
見
聴
取
や
備
品

消
耗
品
等
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
の
整
備
を
進

め
て
参
る
。

毛
呂
山
町
財
政
計
画

問

学
校
再
編
計
画
で
３０
億
円
を
超

え
る
工
事
費
、
苦
林
浄
水
場
の
施
設

更
新
工
事
が
２０
億
円
以
上
か
か
る
説

明
を
受
け
、
更
に
社
会
保
障
費
等
、

今
後
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
と
予
想

さ
れ
る
中
、
企
画
財
政
課
は
ど
の
様

に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答

第
一
に
小
中
学
校
の
再
編
に
関

す
る
事
業
、
川
中
南
側
交
差
点
や
第

四
団
地
な
ど
の
雨
水
排
水
対
策
、
公

共
施
設
の
長
寿
命
化
費
用
な
ど
、
ハ

ー
ド
事
業
だ
け
で
も
相
当
な
予
算
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問

財
政
破
綻
に
な
ら
な
い
為
に
ど

う
す
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答

長
年
実
施
し
て
き
た
事
業
を
引

き
続
き
実
施
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

す
る
財
源
を
捻
出
で
き
る
の
か

と
い
う
事
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

高
齢
者
対
策

問

高
齢
者
が
自
分
ら
し
く
在

宅
生
活
を
送
る
よ
う
に
、
い
す

式
階
段
昇
降
機
と
い
う
も
の
が

あ
る
。
医
療
福
祉
の
町
で
あ
る

な
ら
ば
助
成
制
度
を
設
け
る
べ

き
と
思
う
が
如
何
か
。

答

基
本
的
に
高
齢
者
と
障
害

者
に
分
け
て
の
対
象
と
な
る
。

他
の
自
治
体
の
取
組
等
を
調
査

研
究
し
て
参
る
。

終電のあと、帰る手段はありますか？

越
生
線
終
電
後
の
移
動
手
段
確
保
で
定
住
促
進
を

答

前
向
き
に
検
討
す
る

下田 泰章

課題が残っている中進められる改修工事

統
廃
合
よ
り
先
に
学
校
教
育
環
境
が
大
事
�

答
各
学
校
長
と
協
議
し
、
対
応
し
て
い
く

佐藤 秀樹
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問

苦
林
浄
水
場
は
築
５５
年
が
経
過

し
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
適
切

な
水
道
料
金
を
徴
収
し
て
い
な
か
っ

た
た
め
に
、
更
新
費
用
が
全
く
積
み

立
て
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
水
道
管

の
更
新
率
も
令
和
５
年
度
で
僅
か
０

・
８
％
。
今
後
の
急
激
な
人
口
減
少

に
よ
り
人
口
密
度
も
低
下
し
て
い
く
。

残
念
な
が
ら
、
水
道
管
布
設
規
模
は

人
口
減
少
に
比
例
せ
ず
、
今
後
少
な

い
人
口
で
大
規
模
な
上
水
道
を
維
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
口
が
３

万
人
と
多
い
う
ち
に
水
道
料
金
の
早

期
料
金
改
定
を
行
い
、
更
新
費
用
に

あ
て
る
べ
き
で
は
。

答

将
来
世
代
に
過
度
な
負
担
を
強

い
る
こ
と
な
く
、
必
要
な
更
新
費
用

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
慎
重
に
検
討
。

問

「
町
に
潤
沢
な
予
算
が
あ
れ
ば
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

新
築
校
舎
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
が
、

少
子
高
齢
化
で
財
政
が
厳
し
い
た
め

既
存
小
学
校
を
全
体
改
修
で
は
な
く

必
要
な
部
分
だ
け
補
修
す
べ
き
」
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
が
、
そ
う
で
あ

れ
ば
行
う
べ
き
は
ま
ず
高
齢
者
自
身

が
財
政
面
で
規
律
の
あ
る
負
担
を
す

べ
き
で
な
い
か
。
仮
に
小
学
校
建
設

や
改
修
費
を
必
要
以
上
に
削
減
す
る

場
合
、
扶
助
費
等
の
高
齢
者
支
援
施

策
削
減
は
セ
ッ
ト
で
な
け
れ
ば
現
役

世
代
や
子
ど
も
へ
説
明
が
つ
か
な
い

と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

答

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
幅
広
い

年
代
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
が
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
達
へ
の
教
育
環
境
の
整
備
・

充
実
は
当
然
重
要
視
さ
れ
る
。

問

多
く
の
施
設
が
老
朽
化
す

る
中
、
物
価
上
昇
を
理
由
に
先

送
り
ば
か
り
で
は
将
来
に
ツ
ケ

を
回
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

将
来
世
代
の
為
に
も
私
は
声
を

上
げ
る
。
行
政
も
決
断
を
。

答

政
策
判
断
で
あ
り
、
自
治

体
運
営
の
本
質
。
し
っ
か
り
と

議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問

令
和
８
年
度
の
予
算
規
模
は
。

答

予
算
規
模
は
総
額
１
２
０
億
３

千
万
円
で
過
去
最
大
の
予
算
で
あ
る
。

問

少
子
化
対
策
と
未
来
を
担
う
子

供
育
成
に
関
す
る
主
な
予
算
は
。

答

小
中
学
校
入
学
準
備
補
助
事
業

と
し
て
１
３
５
８
万
２
千
円
、
小
中

学
校
給
食
費
無
償
化
事
業
と
し
て
１

億
３
３
３
万
５
千
円
、
保
育
所
等
給

食
費
無
償
化
事
業
と
し
て
２
５
４
８

万
６
千
円
、
第
２
子
以
降
保
育
料
無

償
化
事
業
と
し
て
２
７
０
６
万
９
千

円
、
小
学
生
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
更
新
事

業
６
９
５
６
万
５
千
円
、
中
学
生
海

外
留
学
事
業
と
し
て
８
６
５
万
３
千

円
等
で
あ
る
。

問

高
齢
者
対
策
の
予
算
は
ど
う
か
。

答

難
聴
に
よ
り
生
活
に
困
難
を
抱

え
る
高
齢
者
に
補
聴
器
購
入
費
補
助

事
業
、
認
知
症
早
期
発
見
・
早
期
対

応
の
た
め
に
脳
の
健
康
セ
ル
フ
チ
ェ

ッ
ク
事
業
、
医
療
や
介
護
の
充
実
の

た
め
に
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
な
ど
も
増

額
し
て
い
る
。

問

小
中
一
貫
校
の
関
連
予
算
は
。

答

毛
呂
山
小
学
校
大
規
模
改
修
工

事
の
実
施
設
計
予
算
と
し
て
４
千
４

７
７
万
円
等
で
あ
る
。

問

普
通
建
設
事
業
で
は
ど
ん
な
も

の
が
あ
る
か
。

答

川
角
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業
と

し
て
２
億
７
０
２
７
万
３
千
円

東
武
越
生
線
第
５５
号
踏
切
拡
張

改
良
工
事
と
し
て
２
億
５
３
７

１
万
円
、
旭
台
地
区
雨
水
排
水

対
策
事
業
と
し
て
７
４
９
１
万

円
、
第
四
団
地
雨
水
排
水
対
策

事
業
と
し
て
５
９
０
万
円
等
で

あ
る
。

問

物
価
高
騰
対
策
に
関
す
る

予
算
は
。

答

水
道
基
本
料
金
免
除
期
間

の
２
か
月
延
長
、
農
業
経
営
継

続
支
援
事
業
と
し
て
３
３
０
万

４
千
円
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
賃
上
支
援
事
業
と
し
て

１
６
７
８
万
５
千
円
で
あ
る
。

築５０年の小学校は危険な状況と指摘されている

施
設
更
新
は
次
世
代
に
先
送
り
ば
か
り
、お
か
し
い
の
で
は

答

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
行
う

中村 奨平

令和８年度完成予定の川角学園口駅前広場とアクセス道路

令
和
８
年
度
予
算
に
お
け
る
主
な
事
業
は

答
川
角
学
園
口
の
駅
前
広
場
と
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
で
あ
る

髙橋 達夫
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問

親
が
８０
歳
代
、
子
供
が
５０
歳
代

の
ひ
き
こ
も
り
を
抱
え
る
家
庭
が
多

数
あ
り
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
本
町
に
お
け
る
相
談
件
数
は
。

答

令
和
６
年
は
２１
件
、
令
和
７
年

は
１２
件
の
窓
口
相
談
が
あ
っ
た
。

問

８
０
５
０
問
題
は
表
面
化
し
に

く
く
潜
在
化
し
や
す
い
。
民
生
委
員

や
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
等
の
連
携
に

よ
る
早
期
発
見
体
制
は
ど
う
か
。

答

地
域
の
民
生
委
員
に
対
し
て
は

同
じ
地
区
に
住
む
側
面
が
あ
り
該
当

家
族
は
隠
し
た
が
る
傾
向
に
あ
る
が
、

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
を
始
め
介
護
保

険
事
業
者
等
は
自
宅
内
に
入
る
機
会

が
多
い
た
め
情
報
を
得
や
す
い
。
こ

れ
ら
の
情
報
を
収
集
し
て
親
の
体
調

を
考
慮
し
て
介
入
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

を
見
定
め
、
関
係
機
関
で
連
携
し
た

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

問

５０
歳
代
の
就
労
支
援
や
社
会
参

加
の
具
体
例
は
過
去
に
あ
る
の
か
。

答

父
親
が
亡
く
な
り
生
活
困
窮
相

談
が
あ
り
無
職
の
子
は
生
活
保
護
申

請
、
受
給
後
に
就
労
支
援
を
行
い
近

い
う
ち
に
経
済
的
自
立
に
向
か
う
よ

う
に
段
階
的
に
支
援
す
る
。

問

一
番
の
懸
念
事
項
は
親
亡
き
後

の
対
策
だ
。
生
活
保
障
や
住
ま
い
の

確
保
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

答

親
亡
き
後
の
生
活
保
障
に
は
資

産
状
況
や
住
環
境
に
よ
り
個
人
差
が

出
る
。
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の

個
人
的
要
因
に
対
す
る
支
援
は

本
人
の
意
思
を
中
心
に
疾
病
の

有
無
、
就
労
の
環
境
等
を
総
合

的
に
判
断
し
て
い
く
。
生
活
保

障
は
就
労
可
能
な
場
合
は
一
時

就
労
か
福
祉
的
就
労
。
就
労
支

援
は
ど
う
す
る
の
か
、
障
害
が

あ
る
場
合
、
障
害
年
金
が
受
給

可
能
か
、
生
活
保
護
受
給
の
必

要
性
な
ど
複
数
の
選
択
肢
か
ら

当
事
者
の
状
況
に
応
じ
た
対
応

策
を
検
討
す
る
。
関
係
機
関
の

連
携
が
重
要
。

問

２
月
１６
日
の
臨
時
議
会
の
結
果

を
見
な
い
中
で
の
質
問
通
告
だ
が

「
学
校
編
成
」
の
全
体
像
が
決
ま
ら

な
い
中
で
の
毛
呂
山
中
学
校
区
（
泉

野
小
と
の
統
合
）
先
行
実
施
は
、
平

等
な
教
育
環
境
整
備
面
か
ら
も
問
題

だ
が
ど
う
か
。

答

物
価
高
騰
は
現
在
も
続
い
て
お

り
、
学
校
施
設
の
改
修
時
期
が
遅
れ

る
こ
と
で
改
修
工
事
費
が
膨
ら
み
、

財
政
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
２

月
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
毛
呂
山
中

学
校
区
に
つ
い
て
は
編
成
計
画
に
基

づ
い
て
毛
呂
山
町
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
改
正
す
る
条
例
を
上
程
し
、

可
決
さ
れ
て
い
る
。

問

川
角
中
学
校
区
の
施
設
一
体
型

を
こ
の
ま
ま
進
め
る
こ
と
は
、
保
護

者
の
意
向
を
確
認
し
た
の
か
。
ま
ず

は
一
旦
「
学
校
編
成
」
計
画
は
撤
回

し
、
意
見
が
二
分
し
て
い
る
こ
と
を

十
分
に
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。

答

令
和
６
年
１０
月
に
実
施
し
た
編

成
計
画
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

す
べ
て
が
反
対
の
意
見
で
は
な
く
、

多
数
肯
定
的
な
意
見
も
頂
い
て
お
り

編
成
計
画
を
推
進
し
て
い
る
。

鎌
倉
街
道

問

鎌
倉
街
道
の
国
指
定
を
受
け
て

か
ら
の
成
果
と
課
題
は
。

答

主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

指
定
記
念
特
別
展
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
鎌
倉
街
道
健
幸
ウ
ォ
ー

ク
を
開
催
し
た
他
、
学
校
教
育

と
連
携
し
町
内
全
て
の
小
学
校

で
社
会
科
等
で
取
り
上
げ
た
。

問

郷
土
ゆ
か
り
の
人
物
、
毛

す
え
み
つ

呂
季
光
の
評
価
は
。

答

源
頼
朝
の
最
側
近
と
し
て

鎌
倉
幕
府
成
立
に
尽
力
、
鎌
倉

の
大
火
に
は
「
い
ざ
鎌
倉
」
を

体
現
、
吾
妻
鏡
で
謳
っ
て
い
る
。

小
学
６
年
生
で
鎌
倉
幕
府
、
街

道
に
関
連
し
学
ん
で
い
る
。

悩める世帯に公的な支援の輪を

８
０
５
０
問
題
は
深
刻
化
の
一
途

答
役
場
内
外
の
関
係
機
関
の
連
携
が
重
要

澤田 巌

泉野小廃校の先行実施、撤回を�

学
校
編
成
は
町
全
体
を
見
て
、平
等
な
教
育
環
境
を
�

答

毛
呂
山
中
学
校
区
を
先
行
実
施
す
る

岡野 勉
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委
員
長�

下
田
　
泰
章

副
委
員
長�

中
村
　
奨
平

委　
　

員�

佐
島
　
啓
晋

　

〃　

�

小
野
　
　
浩

　

〃　

�

佐
藤
　
秀
樹

　

〃　

�

荒
木
か
お
る

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

�

（
議
長
）
平
野
　
　
隆

編
集
委
員

　

２
０
２
６
年
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
・
イ
ラ
ン
へ
の
軍
事
攻
撃
が
始
ま
り
、
日

本
を
取
り
巻
く
環
境
は
再
び
緊
張
感
が
走
り
、

直
後
に
輸
入
大
国
で
あ
る
我
々
の
経
済
に
対

し
、
物
価
高
騰
な
ど
、
生
活
に
大
き
く
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
外
交
を
は

じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
以
っ
て
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
国
政
に
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
毛
呂

山
町
に
お
い
て
も
先
の
３
月
議
会
に
お
い
て

令
和
８
年
度
の
当
初
予
算
が
確
定
致
し
ま
し

た
。
少
子
高
齢
化
に
拍
車
が
か
か
る
中
、
今

後
の
毛
呂
山
町
の
将
来
は
ど
の
よ
う
に
進
ん

で
い
く
の
か
、
こ
れ
か
ら
進
め
る
町
政
に
対

し
、
今
何
が
必
要
な
の
か
、
こ
の
判
断
に
よ

る
今
の
予
算
が
こ
れ
か
ら
先
の
町
政
運
営
に

大
き
く
影
響
し
て
く
る
の
は
当
然
で
あ
り
ま

す
。
時
に
は
大
き
な
決
断
も
今
後
は
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

今
後
も
正
し
い
議
論
を
重
ね
て
い
き
、
二

元
代
表
制
の
一
役
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

佐
藤
　
秀
樹

●議案の審議結果（３月定例会）
○は賛成　×は反対　討は討論　欠は欠席　議は議長

議員名

議案

中
村
奨
平

佐
島
啓
晋

小
野　
浩

下
田
泰
章

澤
田　
巌

佐
藤
秀
樹

荒
木
か
お
る

千
葉
三
津
子

岡
野　
勉

小
峰
明
雄

髙
橋
達
夫

長
瀬　
衛

堀
江
快
治

平
野　
隆

審
議
結
果

当初
予算

一般会計 ○
討 × × ○ ○ ×

討 ○
○
討
×
討 ○ ○

×
討
×
討 議 原案可決

国民健康保険特別会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

後期高齢者医療特別会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×
討 ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

水道事業会計、農業集落排水事業会
計、介護保険特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

新規
条例

乳児等通園支援事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例、特定乳
児等通園支援事業の運営に関する基
準を定める条例、歯科口腔保健の推
進に関する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

一部
改正

アナログ規制の見直しに伴う関係条
例の整備に関する条例、特定教育・
保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例、子
ども・子育て会議条例、家庭的保育
事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例、放課後児童健全育成
事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例

○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

職員の給与に関する条例 ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
討 議 原案可決

国民健康保険税条例 ×
討 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ×

討 ○ ○ ○ × 議 原案可決

土地の埋立て等の規制に関する条例 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × 議 原案可決

補正
予算

一般会計（第８号）、国民健康保険
特別会計（第４号）、水道事業会計
（第３号）、介護保険特別会計（第３
号）、後期高齢者医療特別会計（第
２号）

○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

財産
取得 国指定史跡鎌倉街道上道の指定地 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

人事 副町長の選任 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議 同　　意

諮問 人権擁護委員候補者の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 答申適任

町道の路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

発委
※１

条例改正 議会委員会条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

規則改正 議会会議規則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

発議
※２ 条例改正 議会議員政治倫理条例 議会運営委員会へ付託 閉会中の

継続審査

人
　
事

副
町
長
（
再
任
）

　
　
関
本
　
建
二
　
氏

川
越
市
砂
久
保　
　

昭
和
３７
年
１
月
生　

人
権
擁
護
委
員
（
再
任
）

　
　
有
山
　
道
春
　
氏

毛
呂
山
町
大
字
葛
貫

昭
和
２９
年
２
月
生　

表
　
彰

西
入
間
広
域
消
防
組
合
議
員
表
彰

（
在
職
１０
年
以
上
）

　
　

小
峰
　
明
雄
　
議
員

　
　
岡
野
　
勉
　
　
議
員

　
　
佐
藤
　
秀
樹
　
議
員

傍 聴 席

3月定例会傍聴者数
本会議日 傍聴者数
3月　2日（月） 0名
3月　3日（火） 12名
3月　4日（水） 29名
3月　5日（木） 4名
3月　6日（金） 0名
3月19日（木） 5名
合　　計 50名

2月臨時会傍聴者数
本会議日 傍聴者数
2月16日（月） 5名
合　　計 5名

※１　委員会が提出した議案　　※２　議員が提出した議案
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